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中国レポート： 上海でみた2019年の中国③、ＡＩ等 

 

中国のイノベーション、鍵を握る AI の躍進 

今年の上海のコンファレンス（GCC）では、持続的

成長という観点を踏まえた人工知能（AI）などテク

ノロジーの活用が主要テーマとなった。 

その中でも「将来のイノベーションへの取り組み」

と題したリー・カイ・フー博士による AI についての

講演が抜群に面白かった。 

フー博士から、AI アプリケーションの進化の歴史が

紐解かれた。 

① 1998 年～ インターネット AI の波（主にデー

タ最適化や検索、グーグルやフェイスブック等）    

② 2004 年～ ビジネス AI の波（主に業務効率化、

IBM ワトソンなど） 

③ 2011 年～ 知覚 AI の波（主に顔認証など感覚

を通じて認識できる世界のデジタル化、アマゾン

エコーやフェイス＋＋など） 

④ 2015 年～ 自動化 AI の波（主に自動運転、ウ

ーバーやウェイモーなど） 

これら 4 つの波が重なってイノベーションが進んで

きたようだ。 

 

中国が米国 AI を追いかける時代は終わった？ 

1990 年後半から 2010 年までは、インターネットや

ビジネス AI の領域を中心に、米国が圧倒的な優位性

を誇ってきた。2011 年以降は、知覚 AI において中

国が躍進を開始し、今後は自動化 AI の領域において

も、米国を追い上げていくとの予測が示された。 

AI ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ、各領域での米中の攻防 

中国の飛躍（リープフロッグ）を予想する背景には、

三つの AI を巡る変化がある。①AI における数少な

い大幅な飛躍は中国が対応可能なディープラーニン

グ（深層学習）の分野で進行、②米国が強みとして

きたリサーチ主導、専門家の専有・独占から、中国

が強みとするアプリケーション主導、データの専

有・独占の時代へシフト、③開放的な AI プラットフ

ォーム、AI への参入障壁の低下、が挙げられた。 

時代の変化に加え、中国には、今後 AI の国際競争力

を強化する多くのサポートがある。①若手 AI エンジ

ニアの多さ、②中国独自のイノベーション進化、③

タフな企業家精神とスピード感、④相対的なデータ

量の多さ、⑤AI エコシステム確立、豊富な資金、⑥

テクノロジー重視の政策（習主席による自動運転シ

ティー構想など）などだ。 

出所：リー・カイ・フー博士による作成、2019 年 1 月 7-8 日に開

催された UBS GCC2019 より 
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中国のイノベーション、既に模造の域ではない 

実際、既に米ハイテク企業の模造とは呼べない、独

自のイノベーション企業が中国で生まれている。 

ネット検索の「百度（バイドゥ）」やオンライン決済

サービス「支付宝（アリペイ）」などの中国企業は、

かつて米ハイテク企業の中国版と言われた。しかし、

両企業は独自のイノベーションによって進化を続け

ている。足元では、シェア自転車の「モバイク」や

アリババグループのフィンテック企業「アント」な

ど、中国独自のイノベーションで成功した企業も多

く誕生している。更に、中国のイノベーションを模

造する逆の動きも確認できる。 

 

 

 

 

 

 

社会のための AI、気象変動への対応 

今年のコンファレンスでは、フー博士による講演以

外に、AI などテクノロジー関連のセッションがいく

つか設けられた。その一つが、「社会のため AI」と

いうタイトルで、その内容は営利を超えたもので、

興味深かった。 

投資の世界では、ビッグデータと AI の活用に成功し

た大手ハイテク企業への投資などが注目を集める。

一方、その裏では富の集中や AI による人間の仕事の

代替などの懸念が浮上している。このセッションで

は、具体的な地球環境や社会問題に対する有効な AI
の活用（貧困や雇用対策など SGDs への取り組み）

が紹介され、多くの参加者が参加し、真剣に耳を傾

けた。テクノロジーの進化が社会全体を豊かにする

視点こそ、持続的成長に必要だろう。 

 

別のセッションでは、MIT 研究担当副学長のマリ

ア・ズーバー博士が登壇し、地球の持続性を救うた

めの多くのテクノロジー開発について講演した。 

再生エネルギーへのシフトなど地球を救う新たなテ

クノロジーへの取り組みが紹介された。気候変動に

おいては、中国が今世紀終わりには北部で致命的な

熱波に直面する可能性など厳しい状況も説明された。

一方、政府が今後数十年で気候変動に適切に対応で

きれば、そのコストの 4 倍 の保健医療費 3,400 億ド

ルを節約することが可能と試算。今回の出張で、改

善に向かっていた中国の大気汚染が再び悪化してい

るとの印象を持った。地球温暖化は「フェークニュ

ース」ではなく、気候変動への対応は至急課題だ。
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出所：リー・カイ・フー博士による作成、2019 年 1 月 7-8 日

に開催された UBS GCC2019 より 


